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メ
イ
ン
記
事
（
中
央
会
創
立　

周
年
記
念
事
業
ほ
か
）　

２
〜
４

50

組
合
等
の
動
き
（
刃
物
ま
つ
り
、
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
ほ
か
）　

５

海
外
レ
ポ
ー
ト
（
ユ
タ
州
）　

６　

十
月
の
景
況
調
査　

７

事
務
局
だ
よ
り
（
秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
中
央
会
日
誌
ほ
か
）　

８
〜
９

　

去
る　

月　

日
、
本
会
の
創

１０

２７

立　

周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に

５０
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
会
員
組
合
・
企

業
の
皆
様
そ
し
て
関
係
機
関
の

ご
指
導
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
自
画
自
賛
に
な
る
が
、
関

口
氏
に
よ
る
記
念
講
演
の
内
容
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
も
花
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い

る
。

　

会
長
が
式
辞
で

申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
中
央
会
は
、

半
世
紀
に
わ
た
る

様
々
な
経
済
状
況

の
中
で
、
組
合
や
企
業
を
支
援
す
る
た
め
積
極
的
に
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら

に
「
役
に
立
つ
」
中
央
会
と
な
る
べ
く
、
初
心
に
帰
り
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
覚
悟
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
職
員
に
よ
る
組
合
訪
問
を
今
以
上
に
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。「
御
用
聞
き
」
と
し
て
、
組
合
の
ニ
ー

ズ
、
業
界
の
動
向
等
を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
き
め
の
細
か
い
組
合
支
援
の
実
施
（
組

合
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
の
実
施
）、新
し
い
課
題
へ
の

挑
戦
（
新
連
携
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
な
ど
へ
の
取
り
組
み
）、
本
会
運

営
の
効
率
化
・
合
理
化
（
効
率
的
な
事
業
実
施
、
職
員
の

意
識
改
革
）
に
、
一
層
、
意
を
用
い
る
事
と
し
て
い
る
。

恐
縮
で
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
で
は
、
ご
功
績
の
あ
っ
た
三
十
五
団

体
、
百
四
十
七
人
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。
日
頃
の

ご
努
力
、
ご
労
苦
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
、
表
彰
者

の
選
考
を
行
っ
た

際
、
感
じ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
国
や

県
の
表
彰
に
は
、

組
合
が
法
令
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と
と
の
選
考
基
準
（
個
人
表
彰
の
場
合

に
も
所
属
組
合
が
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
）

が
あ
る
。
今
回
の
審
査
の
中
で
、
法
定
利
益
準
備
金
（
当

期
利
益
金
の
１
／　

以
上
積
立
）
や
法
定
繰
越
金
（
同
１

１０

／　

以
上
繰
越
）
な
ど
組
合
法
で
定
め
る
決
算
処
理
が
適

２０
切
に
な
さ
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
大
き
な
功
績
が
あ
り

な
が
ら
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
組
合
や
役
員
が
多
く
見
ら

れ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
今
一
度
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
た
い
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

初
心
に
帰
り
新
た
な
第
一
歩
を

創
立　

周
年
に
思
う
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一
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…　

月
は「
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
」で
す
。
推
進
月
間
の
標
語『
発
注
書　

言
っ
た
言
わ
な
い　

な
く
す
モ
ト
』

１１

　

定
刻
、
加
藤
智
子
副
会
長
よ
り
開

式
が
宣
せ
ら
れ
、
式
典
は
、
物
故
者

に
対
す
る
黙
祷
、
国
歌
・
県
民
の
歌

斉
唱
へ
と
進
み
、
続
い
て
、
辻
正
会

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
創
立
五
十

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
中
央
会
は
新

し
い
組
織
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

き
め
細
か
な
支
援
に
努
力
し
、
初
心

に
か
え
っ
て
『
さ
ら
に
役
立
つ
中
央

会
』
と
な
る
べ
く
、
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
く
」
と
式
辞
を
述
べ

た
。

　

次
に
、
来
賓
祝
辞
へ
と
移
り
、
中

部
経
済
産
業
局
長
を
は
じ
め
、
四
名

の
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
、

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
中
部
経
済

産
業
局
長
表
彰
な
ど
、
合
わ
せ
て
百

八
十
二
個
人
、
団
体
を
表
彰
し
、
被

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
関
金
属
工
業

協
同
組
合
の
兼
松
誠
吾
理
事
長
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
日
本
経
済
新
聞
社

の
関
口
和
一
氏
（
編
集
委
員
兼
論
説

委
員
）
を
講
師
に
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
時

代
に
勝
つ
経
営
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に

行
っ
た
。
関
口
氏
は
、「
ユ
ビ
キ
タ

ス
時
代
に
対
応
す
る
に
は
、
①
工
業

○
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
優
良
組
合
＝
二
組
合
】
組
合
成
立
後

十
五
年
以
上
を
経
過
し
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
の
趣
旨
を
よ
く
理
解

し
、
強
固
な
団
結
の
も
と
に
適
切
な

組
合
の
運
営
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
成

績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
組
合
で
す
。

▽
岐
阜
県
火
災
共
済　

（
堀　

克
己

（協）

理
事
長
）
▽
土
岐
津
陶
磁
器
工
業　
（協）

（
加
藤
半
一
郎
理
事
長
）

【
組
合
功
労
者
＝
二
名
】
十
五
年
以
上

組
合
の
役
員
で
あ
り
、
多
年
に
わ
た

り
中
小
企
業
団
体
の
運
営
に
従
事
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
他
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

▽
兼
松
誠
吾
（
関
金
属
工
業　

）
▽

（協）

横
瀬
進
一
（
岐
阜
県
板
金
（
工
組
））

○
中
部
経
済
産
業
局
長
表
彰

【
優
良
組
合
＝
二
組
合
】
組
合
成
立
後

十
五
年
以
上
を
経
過
し
、
優
良
組
合

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
業
界
の
発
展

向
上
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
顕

著
と
認
め
ら
れ
る
組
合
で
す
。

▽
岐
阜
電
気
工
事　

（
武
藤
好
則
理

（協）

事
長
）
▽　

日
専
連
中
津
川
（
赤
井

（協）

良
一
理
事
長
）

【
組
合
功
労
者
＝
一
名
】
十
五
年
以
上

組
合
の
役
員
で
あ
り
、
優
良
組
合
の

指
導
者
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
職
務

に
精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
業
界
の
発

展
向
上
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
方
で
す
。

▽
佐
藤
守
弘（
岐
阜
婦
人
子
供
服（
工

組
））

○
岐
阜
県
知
事
表
彰

【
優
良
組
合
＝
三
組
合
】
組
合
成
立
後

十
年
以
上
を
経
過
し
、
多
年
に
わ
た

り
業
界
の
発
展
向
上
に
努
め
ら
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
組
合
で
す
。

▽
関
液
化
石
油
ガ
ス　

（
広
瀬
恒
行

（協）

理
事
長
）▽　

岐
阜
県
刃
物
会
館（
服

（協）

部　

�
理
事
長
）
▽
岐
阜
県
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
（
工
組
）（
大
松
利
幸
理
事
長
）

【
組
合
功
労
者
＝
二
名
】
十
年
以
上
組

社
会
か
ら
情
報
社
会
へ
の
頭
の
転
換

（
紙
に
よ
る
情
報
交
換
を
極
力
廃
止
、

労
務
管
理
か
ら
知
識
管
理
へ
の
転
換

を
図
る
）、
②
時
間
軸
の
切
り
替
え

（「T
im
e
is
M
oney

」
か
ら
「Speed

is
M
oney

」
へ
）、
③
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
（「
読
み
、
書
き
、
ソ
ロ

バ
ン
」
か
ら
「
英
語
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、パ
ソ
コ
ン
」の
三
要
素
を
取
り
入

れ
た
企
業
戦
略
が
重
要
で
あ
る
」
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
り
、
さ
ら

に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
の

日
本
経
済
の
中
で
、
組
合
運
営
、
企

業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

溝
口
武
嗣
青
年
中
央
会
副
会
長
よ

り
、
閉
式
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
式

典
は
終
了
し
た
。

合
の
役
員
で
あ
り
、
組
合
の
運
営
と

業
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
々
で
す
。

▽
堀
部
正
勝
（
岐
阜
県
広
告
美
術
業

　

）
▽
福
田
久
雄
（
岐
阜
電
気
工
事

（協）
　

）
（協）【
組
合
優
良
職
員
＝
三
名
】
十
五
年
以

上
組
合
の
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、
業
界
の
発
展
向

上
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著

な
方
々
で
す
。

▽
山
田　

博
（
岐
阜
県
火
災
共
済　

）
（協）

▽
塩
屋
幸
三
（　

高
山
卸
商
業
セ
ン

（協）

タ
ー
）
▽
高
橋　

淳
（
岐
阜
県
可
児

工
業
団
地　

）
（協）

○
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
表

彰【
優
良
組
合
＝
三
組
合
】
組
合
成
立
後

五
年
以
上
経
過
し
、
組
合
員
の
強
固

な
団
結
の
も
と
に
適
切
な
組
合
の
運

営
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
業
績
が
他
の

模
範
で
あ
る
組
合
で
す
。

▽
岐
阜
県
自
転
車
軽
自
動
車
商　
（協）

　

中
央
会
は
、十
月
二
十
七
日
に
岐
阜
市
学
園
町
の
県
民
文
化
ホ
ー
ル
未

来
会
館
で
「
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
、小
川
秀
樹
中
部
経
済
産
業
局
長
を
は
じ
め
来
賓
二
十
五
人
と
、表
彰

受
賞
者
や
組
合
関
係
者
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
、表
彰
や
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介（
敬
称
略
）

「さらに役立つ中央会」となるべく

中小企業・組合等を積極的に支援します！
中央会創立五十周年記念式典

�
�
�
��
�
�
�
�
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…
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動　
「
無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
年
始
」

実
施
期
間
＝
十
二
月
十
一
日　

〜
十
二
月
二
十
日　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

（日）

（火）

液
化
石
油
ガ
ス　

）▽
熊
�
孔
平（
益

（協）

田
建
設
業　

）
▽
五
十
嵐
勇
輔
（
岐

（協）

阜
県
管
設
備
工
業　

）
▽
境　

豊

（協）

（
同
）
▽
渡
邊
典
生
（
岐
阜
市
指
定
管

工
事　

）
▽
山
田
文
夫（
同
）
▽
桑
原

（協）

利
幸
（
岐
阜
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

　

）
▽
上
田
三
八
（
岐
阜
県
板
金

（協）（
工
組
））
▽
神
野　

明
（
岐
阜
県
農

業
機
械
商
業　

）
▽
山
口
隆
士（
同
）

（協）

▽
北
川　

保
（
岐
阜
繊
維
商
業
団
地

　

）
▽
嶋
内
龍
男
（
岐
阜
県
学
校
給

（協）食
パ
ン
米
飯　

）
▽
竹
中
誠
一（
同
）

（協）

▽
土
岐
邦
彦
（
関
連
合
刃
物　

）
▽

（協）

松
田
良
明
（
岐
阜
県
建
設
廃
材
処
理

　

）
▽
�
野　

智
（
岐
阜
県
西
部
撚

（協）糸
（
工
組
））
▽
小
野
木
政
則（
同
）

▽
村
瀬
仁
人
（
岐
阜
県
資
源
リ
サ
イ

ク
ル　

）
▽
石
原
久
夫（
同
）
▽
平　

（協）

義
孝
（
飛
騨
印
刷　

）
▽
酒
井
尚
達

（協）

（
同
）
▽
砂
田
信
博
（
高
山
管
設
備
工

業　

）
▽
洞
口
忠
夫（
同
）
▽
大
野
文

（協）
雄
（
岐
阜
県
金
属
工
業
団
地　

）
▽

（協）

�
橋
敏
博（
同
）
▽
鈴
木
茂
生
（
美
濃

加
茂
福
祉
事
業　

）▽
森　

親
夫（
関

（協）

金
属
工
業　

）
▽
村
田
孔
延
（
美
濃

（協）

織
物
工
業　

）
▽
野
口
千
寿
雄
（
岐

（協）

阜
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
工
組
））
▽
�

井
美
智
子（
同
）
▽
牧
田
昭
信
（
岐
阜

県
牛
乳
事
業　

）
▽
川
合
光
夫
（
垂

（協）

井
町
商
業
振
興　

）
▽
小
森
一
弘

（協）

（
同
）
▽
二
村
洋
栄
（
岐
阜
県
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
（
工
組
））
▽
坪
内　

堯

（
江
崎　

昇
理
事
長
）
▽
岐
阜
県
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
工
組
）（
雁
部
音
吉
理

事
長
）
▽
岐
阜
県
自
動
車
整
備
（
商

工
）（
加
藤
昌
弘
理
事
長
）

【
組
合
功
労
者
＝
三
名
】
十
年
以
上
組

合
の
役
員
で
あ
り
、
多
年
に
わ
た
り

中
小
企
業
組
合
の
育
成
強
化
と
制
度

の
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
業
界
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕

著
な
方
々
で
す
。

▽
山
下
義
勝
（
岐
阜
県
中
濃
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト　

）
▽
福
西
紀
雄
（
川
崎

（協）

岐
阜　

）
▽
高
橋
喜
一
（
岐
阜
県
砕

（協）

石
（
工
組
））

【
優
良
組
合
青
年
部
＝
二
青
年
部
】
組

合
青
年
部
成
立
後
十
年
以
上
を
経
過

し
、
積
極
果
敢
に
そ
の
事
業
活
動
を

展
開
し
、
自
己
研
鑽
に
励
む
と
と
も

に
組
合
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
が
多
大
で
、
他
の
模
範
で
あ
る

青
年
部
で
す
。

▽
岐
阜
県
砕
石（
工
組
）青
年
部
（
島

崎
秀
樹
部
長
）
▽
岐
阜
県
広
告
美
術

業　

青
年
部
（
刈
谷　

伊
部
長
）

（協）
○
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長

表
彰

【
優
良
組
合
＝
十
七
組
合
】
組
合
成
立

後
五
年
以
上
経
過
し
、
多
年
に
わ
た

り
業
界
の
発
展
向
上
に
努
め
ら
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
組
合
で
す
。

▽
岐
阜
県
資
源
リ
サ
イ
ク
ル　

（
石

（協）

原
久
夫
理
事
長
）
▽
岐
阜
生
コ
ン
卸

商　

（
山
口
重
夫
理
事

（協）
長
）
▽
岐
阜
県
自
動
車

解
体
部
品　

（
牛
嶋
秀

（協）

次
郎
理
事
長
）
▽
垂
井

町
商
業
振
興　

（
川
合

（協）

光
夫
理
事
長
）
▽　

い
（協）

び
石
（
林　

満
春
理
事

長
）
▽　

下
呂
シ
ョ
ッ

（協）

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
今

井
達
雄
理
事
長
）
▽
八

百
津
砂
利
採
取
（
協
業
）

（
清
水
道
雄
理
事
長
）
▽

岐
阜
県
建
設
廃
材
処
理

　

（
松
田
良
明
理
事
長
）

（協）▽　

大
垣
生
協
木
材
市

（協）
場
（
山
口　

博
理
事
長
）

▽
高
山
食
品
商
業　

（
押
上
忠
夫
理

（協）

事
長
）
▽
坂
下
町
商
業
開
発　

（
楯

（協）

　

昌
幸
理
事
長
）
▽
岐
阜
県
く
い
丸

太
素
材
生
産　

（
井
納
一
雄
理
事
長
）

（協）

▽
中
部
電
友　

（
渡
邉
數
明
理
事
長
）

（協）

▽
養
老
町
水
道
設
備　

（
松
本
勝
由

（協）

理
事
長
）
▽
岐
阜
県
舞
台
設
備
管
理

事
業　

（
元
林
秀
幸
理
事
長
）
▽
岐

（協）

阜
県
柔
道
整
復
師　

（
橋
本
佳
幸
理

（協）

事
長
）
▽
南
ひ
だ
ウ
ッ
ド　

（
倉
知

（協）

�
司
理
事
長
）

【
組
合
功
労
者
＝
七
十
一
名
】
十
年
以

上
の
多
年
に
わ
た
り
組
合
の
役
員
と

し
て
業
界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
顕
著
な
方
々
で
す
。

▽
傍
島
茂
夫
（
川
崎
岐
阜　

）
▽
桑

（協）

原
義
彦
（
岐
阜
県
紙
器
段
ボ
ー
ル
箱

（
工
組
））
▽
市
田
茂
和（
同
）
▽
山
内

良
信
（
恵
南
建
設
業　

）
▽
堀
井
敏

（協）

夫（
同
）
▽
川
合
清
和
（
岐
阜
県
清
掃

事
業　

）
▽
伊
藤
春
夫
（
西
濃
採
土

（協）

石　

）
▽
黒
田
平
吉
（
美
濃
タ
イ
ル

（協）
商
業　

）
▽
福
井
良
三（
同
）
▽
戸
谷

（協）

　

昭
（
岐
阜
県
米
菓
工
業　

）
▽
大

（協）

石
孝
治
（　

高
鷲
観
光
協
会
）
▽
加

（協）

藤
忠
則
（　

あ
け
ぼ
の
）
▽
堀　

永

（協）

昌
（
岐
阜
県
医
師
会　

）
▽
坪
口　

（協）

昇（
同
）
▽
大
洞
克
己
（
岐
阜
県
広
告

美
術
業　

）
▽
奥
田
敏
光
（
岐
阜
県

（協）

ソ
ー
イ
ン
グ　

）
▽
古
池
昭
治（
同
）

（協）

▽
二
村
篤
昌
（
岐
阜
県
鐵
構
工
業　

）
（協）

▽
小
栗　

優（
同
）
▽
金
子　

満
（
関

（
岐
阜
中
央
青
果
卸
売　

）
▽
堀
江　

（協）

満
（　

ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
）
▽
各
務
勝

（協）

美（
同
）
▽
北
村
正
敏
（
岐
阜
県
関
刃

物　

）
▽
井
戸
誠
嗣（
同
）
▽
棚
瀬　

（協）
誠
（
岐
阜
県
中
濃
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

）
▽
神
谷　

清（
同
）
▽
石
原
清
至

（協）（
岐
阜
県
印
章
業　

）
▽
高
垣
義
信

（協）

（
飛
騨
高
山
民
宿　

）
▽
森　

豊
（
関

（協）

市
管
工
事　

）
▽
野
村
東
雄
（
飛
騨

（協）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送　

）
▽
中
谷　

（協）

潔
（
岐
阜
県
花
崗
岩
販
売　

）
▽
田

（協）

口
一
巳（
同
）
▽
加
藤
千
雄
（
岐
阜
県

可
児
工
業
団
地　

）▽
水
野
義
隆（
西

（協）

濃
電
気
工
事　

）
▽
�
橋　

勤
（
岐

（協）

阜
県
西
部
電
気
工
事
業　

）
▽
久
保

（協）

田
昌
彦（
同
）
▽
林　

利
夫
（
高
山
市

公
設
市
場
買
受
人　

）
（協）

【
組
合
優
良
職
員
＝
二
十
九
名
】
十
年

以
上
組
合
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励

し
、
組
合
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
が
顕
著
な
方
々
で
す
。

▽
柴
田
成
己
（
岐
阜
県
陶
磁
器
工
業

（
協
連
））
▽
竹
川
雅
美
（
岐
阜
県
医

師
会　

）
▽
中
村
み
ほ
子
（　

土
岐

（協）

（協）

美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
）
▽
唐
牛
絹
恵

（
岐
阜
県
広
告
美
術
業　

）
▽
水
野
智

（協）

里
（
岐
阜
県
鐵
構
工
業　

）
▽
藤
田

（協）

順
子
（　

岐
阜
県
刃
物
会
館
）
▽
土

（協）

屋
敏
子（
同
）
▽
河
合
義
光
（
関
液
化

石
油
ガ
ス　

）
▽
小
関
純
子
（
岐
阜

（協）

県
家
畜
商　

）
▽
杉
山
利
則（
同
）
▽

（協）

松
井
里
美
（
岐
阜
県
木
材
（
協
連
））

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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良
職
員
＝
四
名
】
十
年
又
は
二
十
年

以
上
業
務
に
精
励
し
、
成
績
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
職
員
で
す
。

〈
二
十
年
以
上
〉
▽
池
田
眞
澄
（
組
織

指
導
チ
ー
ム
・
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
）

▽
�
橋　

徹
（
情
報
広
報
チ
ー
ム
・

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

〈
十
年
以
上
〉
▽
大
沼
浩
宣
（
組
織
指

導
チ
ー
ム
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）
▽
高

井
和
貴
（
同
・
ス
タ
ッ
フ
）

○
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

▽
成
瀬
八
重
子
（
岐
阜
県
石
油
商
業

　

）
▽
野
田
文
夫
（
関
連
合
刃
物　

）

（協）

（協）

▽
肥
垣
津
千
佳
（
飛
騨
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト　

）
▽
瀬
川
由
紀
子
（
高
山

（協）

管
設
備
工
業　

）
▽
古
川
喜
美
子

（協）

（
同
）
▽
江
口
一
美
（
土
岐
津
陶
磁
器

工
業　

）
▽
春
見
正
明
（
美
濃
加
茂

（協）

福
祉
事
業　

）
▽
安
井
憲
二
（
関
金

（協）

属
工
業　

）
▽
塩
谷
み
つ
子
（
岐
阜

（協）

県
砕
石
（
工
組
））
▽
寺
島
哲
子
（
岐

阜
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
工
組
））
▽

秋
野
森
敏
廣（
同
）
▽
日
置
仁
美
（　
（協）

ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
）
▽
深
尾　

孝
（
岐

阜
県
中
濃
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト　

）
▽

（協）

猿
渡
祐
一（
同
）
▽
小
川
政
則
（　

大
（協）

垣
生
協
木
材
市
場
）
▽
渡
邊
と
も
子

（
同
）
▽
三
戸
勝
徳
（
白
川
ガ
ス
（
協

業
））
▽
今
井　

悟（
同
）

【
優
良
組
合
青
年
部
＝
五
青
年
部
】
組

合
青
年
部
成
立
後
三
年
以
上
を
経
過

し
、
意
欲
的
な
組
織
活
動
に
よ
り
会

員
相
互
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
青
年
部
で
す
。

▽
岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
工
組
）青

年
部
（
児
山
成
広
部
長
）
▽
岐
阜
県

テ
ン
ト
・
シ
ー
ト（
工
組
）青
年
部
会

（
後
藤
智
弘
部
長
）
▽　

土
岐
美
濃
焼

（協）

卸
セ
ン
タ
ー
陶
旺
会
（
大
野
浩
司
会

長
）
▽
高
田
陶
磁
器
工
業　

青
年
部

（協）

会
（
若
尾　

誠
会
長
）
▽
岐
阜
県
舞

台
設
備
管
理
事
業　

青
年
部
（
林　

（協）

繁
良
部
長
）

【
組
合
青
年
部
役
員
功
労
者
＝
七
名
】

五
年
以
上
青
年
部
に
在
籍
（
役
員
と

し
て
二
年
以
上
）
し
、
そ
の
育
成
強

化
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
な

方
々
で
す
。

▽
溝
口
武
嗣
（
岐
阜
県
広
告
美
術
業

　

青
年
部
）
▽
服
部
龍
進
（
岐
阜
県

（協）鐵
構
工
業　

青
年
部
会
）
▽
名
和
昭

（協）

典（
同
）
▽
市
兼
昌
宏
（
岐
阜
県
金
型

（
工
組
）
青
年
部
会
）
▽
武
田
正
裕

（
岐
阜
繊
維
商
業
団
地　

敷
島
陽
洋

（協）

会
青
年
部
）
▽
山
田
政
雄
（
岐
阜
県

学
校
給
食
パ
ン
米
飯　

青
年
部
）
▽

（協）

松
岡
幸
一
郎
（
岐
阜
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
工
組
）
青
年
部
）

【
青
年
中
央
会
役
員
功
労
者
＝
五
名
】

三
年
以
上
青
年
中
央
会
の
役
員
で
あ

り
、
職
務
に
精
励
し
そ
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
な
方
々
で
す
。

▽
林　

雅
弘
（
岐
阜
県
中
小
企
業
青

年
中
央
会
副
会
長
）▽
横
山
浩
之（
同

理
事
）
▽
島
崎
秀
樹（
同
）
▽
牧
野
真

澄（
同
）
▽
水
野
効
治（
同
）

【
優
良
組
合
女
性
部
＝
一
女
性
部
】　

組
合
女
性
部
成
立
後
三
年
以
上
経
過

し
、
意
欲
的
な
組
織
活
動
に
よ
り
会

員
相
互
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ

た
功
績
が
顕
著
な
女
性
部
で
す
。

▽
岐
阜
県
メ
ガ
ネ
組
合
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
ラ
ブ
（
三
尾
ふ
さ
会
長
）

【
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
役
員

功
労
者
＝
一
名
】
三
年
以
上
中
央
会

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
役
員
で
あ
り
、

職
務
に
精
励
し
そ
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
が
顕
著
な
方
で
す
。

▽
加
藤
智
子
（
岐
阜
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
会

長
）

【
中
央
会
役
員
功
労
者
＝
十
六
名
】
三

期
（
六
年
）
以
上
中
央
会
の
役
員
で

あ
り
、
中
小
企
業
の
発
展
と
組
織
強

化
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
な

方
々
で
す
。

▽
福
井
郁
夫
（
岐
阜
県
電
気
工
事
業

（
工
組
））
▽
�
橋
敏
博
（
岐
阜
県
金

属
工
業
団
地　

）▽
野
口
千
寿
雄（
岐

（協）

阜
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
工
組
））

▽
小
木
曽
洋
（
岐
阜
県
中
古
自
動
車

販
売
（
商
工
））
▽
森
本
安
彦
（
岐
阜

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
▽
加
藤

都
喜
男
（
岐
阜
県
米
菓
工
業　

）
▽

（協）

白
石
仲
七
（　

土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン

（協）

タ
ー
）
▽
北
村
正
敏
（
岐
阜
県
関
刃

物　

）
▽
雁
部
音
吉
（
岐
阜
県
生
コ

（協）
ン
ク
リ
ー
ト
（
工
組
））
▽
松
波
俊
宣

（
岐
阜
市
金
属
振
興　

）
▽
角
田　

惇

（協）

（
岐
阜
木
材
団
地
（
協
連
））
▽
堀　

克
己
（
岐
阜
県
火
災
共
済　

）
▽
小

（協）

西
輝
幸
（
岐
阜
県
砕
石
（
工
組
））
▽

本
田
行
雄
（
岐
阜
県
土
木
用
ブ
ロ
ッ

ク
協
会
）▽
川
島
誠
之（
岐
阜
県
ニ
ッ

ト
（
工
組
））
▽
�
木
雄
一
（　

わ
く

（協）

わ
く
西
美
濃
）

【
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
優

長
感
謝
状

【
情
報
連
絡
員
功
労
感
謝
状
＝
三
名
】

　

多
年
に
わ
た
り
中
小
企
業
団
体
情

報
連
絡
員
と
し
て
業
界
動
向
の
把
握

に
尽
く
さ
れ
、
本
会
運
営
の
円
滑
化

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
な
方
々

で
す
。

▽
大
塚
康
芳（
恵
那
銀
座
商
店
街（
振

興
））
▽
岩
田
幹
夫
（
岐
阜
婦
人
子
供

服
（
工
組
））
▽
大
森
政
朗
（
益
田
建

設
業　

）
（協）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加

藤
智
子
会
長
）
は
、
十
月
二
十
一
日

に
京
都
全
日
空
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た

全
国
講
習
会
に
参
加
し
、
翌
二
十
二

日
に
は
西
陣
織
会
館
の
視
察
な
ど
を

行
い
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
経
営
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
と
と
も
に
、
全
国
の

女
性
経
営
者
ら
と
交
流
を
深
め
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
二
百
五
十
人
余
り

が
参
加
し
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
講

師
の
市
田
ひ
ろ
み
氏
（
服
飾
評
論
家
）

が
「
京
の
底
力
〜
老
舗
に
学
ぶ
京
都

の
経
営
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

「
京
都
の
商
売
は
も
っ
た
い
な
い
精

神
が
基
本
。
物
を
大
切
に
し
、
資
源

を
大
切
に
し
な
い
人
間
に
は
い
い
物

は
作
れ
な
い
し
、
物
は
売
れ
な
い
」

と
商
売
の
基
本
を
伝
授
。
引
き
続
い

て
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ

組
合
関
係
女
性
経
営
者
等
全
国
講
習
会

た
。

　

ま
た
、
幾
多
の
厳
し
い
経
済
環
境

の
中
で
企
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
老

舗
企
業
を
視
察
し
、
優
れ
た
経
営
理

念
と
地
場
産
業
発
展
の
方
策
に
つ
い

て
研
修
し
た
。
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�
…
放
送
大
学
を
ご
存
知
で
す
か
？　

是
非
、
職
場
研
修
な
ど
に
ご
利
用
下
さ
い
！

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八－

二
七
三－

九
六
一
四

（５）

﹇
第
二
十
八
回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
﹈

　

多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
（
井
澤
佳
則
理
事
長
）
は
、
十

月
九
、
十
日
に
茶
碗
ま
つ
り
を
開
催

し
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
目
玉
の
大
廉
売
市
で
は
、
食
器

な
ど
を
市
場
の
半
値
近
く
で
販
売
さ

れ
た
。

　

県
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
や
若
い

女
性
客
ら
で
会
場
は
活
気
に
溢
れ
、

多
治
見
の
陶
磁
器
の
情
報
が
直
接
消

費
者
に
発
信
さ
れ
た
。

﹇
２
０
０
５
秋
の
美
濃
焼
新
作
展
示

　

岐
阜
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組

合
（
國
枝
功
理
事
長
）
と
県
自
動
車

販
売
協
会
に
よ
る
Ｊ
Ｕ
岐
阜
『
岐
阜

羽
島
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
』
の
新

会
場
（
羽
島
市
堀
津
町
）
が
十
月
十

五
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
式
典
と
初

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
に
は
、
組
合
役
職
員
を
は
じ

め
、
来
賓
や
組
合
員
な
ど
が
多
数
出

席
し
、
新
会
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

祝
っ
た
。
國
枝
理
事
長
は
「
足
下
を

見
つ
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

公
正
で
公
平
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

新
会
場
は
、
鉄
骨
三
階
建
て
延
べ

　

県
内
の
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
販
売
業
界

を
代
表
す
る　

岐
阜
県
エ
ル
ピ
ー
ガ

（社）

ス
協
会
（
�
井
宏
康
会
長
）
は
、
十

一
月
二
日
に
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
「
創
立　

周
年
記
念
式
典
」
を
開

５０

催
し
、
来
賓
や
協
会
関
係
者
ら
四
百

五
十
人
が
出
席
し
た
。

　

式
典
で
は
、
特
別
功
労
者
十
名
を

は
じ
め
と
し
て
、
五
十
九
名
の
方
々

に
対
し
て
の
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、

講
師
に
作
家
の
井
沢
元
彦
氏
を
迎
え
、

「
日
本
の
未
来
へ
の
招
待
〜
歴
史
に

学
ぶ
、
混
迷
日
本
の
謎
を
解
く
〜
」

と
題
し
て
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

存
水
、
缶
詰
な
ど
の
非
常
食
、
弱
視

者
用
の
メ
モ
パ
ッ
ド
な
ど
が
贈
ら
れ
、

同
セ
ン
タ
ー
の
次
回
の
防
災
訓
練
で
、

早
速
活
用
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

会
﹈

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
加
藤
愛
之
輔
理
事
長
）
は
、

十
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
展
示
ホ
ー

ル
で
、
美
濃
焼
新
作
展
示
会
を
開
催

し
た
。

　

同
展
示
会
は
、
既
存
製
品
の
高
付

加
価
値
化
や
新
し
い
製
品
ジ
ャ
ン
ル

の
開
拓
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
披

露
す
る
場
と
し
て
開
催
し
、
展
示
Ｐ

Ｒ
に
よ
る
需
要
喚
起
、
美
濃
焼
の
一

層
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
。

　

今
年
は
、
落
ち
着
い
た
色
合
い
の

作
品
が
特
徴
的
で
、
意
欲
溢
れ
る
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
は
、
格
安
の
刃
物
製
品
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
、
手
に
取
っ
て
品
定
め

す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

国
内
シ
ェ
ア
四
十
五
％
を
持
つ
刃

物
業
界
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

各
国
か
ら
品
質
を
認
め
ら
れ
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。
昨
今
で
は
、
欧
米
諸

国
は
勿
論
、
ロ
シ
ア
に
も
輸
出
を
拡

大
し
、
新
し
い
市
場
開
拓
に
励
む
企

業
も
出
始
め
て
き
て
い
る
。
現
在
、

世
界
各
国
で
日
本
ブ
ー
ム
が
起
き
て

お
り
、
ロ
シ
ア
も
例
外
で
は
な
く
、

包
丁
類
か
ら
刀
な
ど
、
富
裕
層
に
人

気
が
あ
る
と
の
こ
と
。

東
濃
地
域
で
陶
磁
器
イ
ベ
ン
ト

茶
碗
ま
つ
り
・
美
濃
焼
新
作
展
示
会

全
国
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

県
中
古
自
販（
商
工
）・
新
競
売
会
場

�
�
�
�
�
�
�
�

　

岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
木

方
伸
一
郎
理
事
長
）
は
、「
県
視
覚
障

害
者
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
」
に

防
災
用
品
一
式
を
寄
贈
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
寝
袋
の
ほ
か
、
保

創
立　

周
年
記
念
式
典
を
開
催

50

　

岐
阜
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

（社）

床
面
積
が
約
七
千
平
方
�
、
八
百
五

十
九
席
の
競
り
席
に
は
多
機
能
端
末

機
が
設
置
さ
れ
、
全
国
最
大
級
の
規

模
を
誇
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
と

な
っ
た
。
競
り
の
進
行
も
二
レ
ー
ン

防
災
用
品
を
寄
贈
し
地
域
に
貢
献

　
「
第　

回
岐
阜
県
関
市
刃
物
ま
つ

３８

り
」（
主
催
＝
関
市
刃
物
ま
つ
り
協
賛

会
な
ど
）
が
十
月
八
〜
九
日
と
、
関

市
の
本
町
通
り
一
帯
を
中
心
に
開
催

さ
れ
、
地
場
産
業
で
あ
る
�
関
の
刃

物
�
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

ま
つ
り
の
目
玉
で
あ
る
大
廉
売
市

品
質
・
値
段
と
も
に
一
級
品

関
市
刃
物
ま
つ
り　
　

　

�
井
会
長
は
、「
自
主
保
安
体
制
を

一
層
強
化
し
、
業
界
の
発
展
の
た
め
、

今
後
も
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

か
ら
四
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

従
来
の
倍
と
な
る
一
時
間
当
た
り
七

百
台
の
競
り
が
可
能
と
な
り
、
競
り

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。

　

初
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
過
去
最

高
の
五
千
八
百
台
が
出
品
さ
れ
、
全

国
か
ら
千
二
百
人
の
バ
イ
ヤ
ー
が
訪

れ
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

　私のユタ州からのレポートは今回が最終回と
なるので、最後に日本からユタ州に進出してビ
ジネスを展開するにあたり、有用と思われる情
報をご提供したい。
■法律コンサルタントの紹介
　ビジネスリソースとして、まず最初に法律コ
ンサルタントをご紹介する。アメリカでビジネ
スを行うにあたっては、各州によって異なる法
規制や税制の他、知的財産権への対応など、法
律面でのあらゆる対応が必要となる。ソルトレ
イクシティ中心部には、ユタ州内でも三指に入
るカートン＆マッコンキー（Kirton & McConkie）
法律事務所があり、日本人弁護士も在籍してい
る。この法律事務所には６０名を超える弁護士が
在籍しており、弁護士の人数としては州内３番
目であるが、国際ビジネス法務分野の充実度は
州内トップであり、毎月世界の地域毎に企業進
出やビジネス取引に参考となるセミナーを開催
するなど、国際ビジネス分野に重点を置いてい
る。この充実した国際部の体制と事務所内の他
部門との連携により、ユタ州内企業はもとより、
アメリカ国内各州企業への法務サービスを提供
している。
　また、世界各国の法律事務所とも連携しなが
ら、法人設立から不動産、税制、国際商取引法
務、知的財産権、移民法務（ビジネス滞在ビザ
取得等）など企業活動に必要なあらゆる法務分
野において各国企業のアメリカへの進出、アメ
リカ企業の各国への進出を支えているとのこと
である。この法律事務所の国際部長コナン・グ
レームス（Conan P. Grames）氏は、日本に通算
１５年滞在し、日本のビジネスに精通しており、日
本の有名法律雑誌にアメリカの貿易関連法に関
する日本語論文を寄稿したほどである。日本担
当グループのリーダーである山本寿賀（やまも
と　ひさか）弁護士は、州内の法科大学院を卒業、

日本でのコンサルト会
社勤務、大手商社勤務
（法務、国際業務の統括
等）、電気通信会社の法
務最高責任者等を経て、
２００３年からこの法律事
務所に在籍されている。
この法律事務所にはさ
らに、東京の法律事務
所勤務の経験もある
チャード・グレンジ
（Chad A. Grange）弁護
士が在籍しており、日本語を話す弁護士３人が
日本からのクライアントに対応している。山本
弁護士の Eメールは、hyamamoto@kmclaw.com
である。
■ユタ州政府の取り組み
　次にユタ州政府であるが、州政府国際部では
主要各国における経済ビジネス情報収集のため、
各国のビジネスに精通した方々との代理人契約
を結んでいる。日本では、東京で経営コンサル
ティング会社「GR Associates」を経営されてい
る藤川由武（ふじかわ　よしたけ）氏が務めら
れている。藤川氏は、アメリカのチェイス・マ
ンハッタン (現 JP モルガン・チェース）銀行、
スイスのUBS 銀行での２０数年におよぶ経験を
経て、現在はベンチャー企業の経営支援やM＆
Aの仲介、企業再生ビジネスを手掛けられてい
る。ユタ州のみならずアメリカ進出を考える企
業にとっては、特に販売パートナー発掘や投資・
資金調達面で非常に心強いコンサルタントでも
ある。藤川氏のオフィスは　東京都港区芝大門
１-１-３３三洋ビル７Fにあり、電話は、０３-３４３２-１３７１、
Eメールは、yfujikawa@gra.co.jp である。
■最後に…
　アメリカ進出を考えられる場合には、一度ユ
タ州を実際に見て検討して頂ければ幸いである。
日本からの直行便がないため、日本人にはあま
り馴染みのない地域ではあるが、東西海岸地域
の大都市部と比較して、まだ物価が安く治安が
良いことや、勤勉な州民性、ユタ大学、ブリガ
ムヤング大学をはじめとする著名大学との産学
連携による IT、バイオテクノロジー等、様々な
分野のベンチャー企業の隆盛、今後も人口増加
が予想されており、州経済のさらなる発展が見
込まれるなど、ビジネス環境は良好である。
　私のユタ州派遣は来年３月で終了するが、関
係する方々のご協力を得て、岐阜県あるいは日
本とユタ州の関係が今後ともさらに発展するよ
うお祈りする次第である。

ユタ州ビジネスリソースの紹介
　　　　 －法律コンサルタント＆ユタ州政府のご紹介－

岐阜県ユタ州政府派遣職員　熊崎　雄一

�������������������������	
����
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１０月景況調査

前
月
の
プ
ラ
ス
１
に
対

し
大
幅
な
悪
化
で
あ
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
す

べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、販
売
価
格
Ｄ
Ｉ

値
は
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス
６

に
対
し
マ
イ
ナ
ス
１
と
な

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に
ま
と

め
た『
十
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企
業
の

特
色
は
①
景
況
感
停
滞
続
く
、②
売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
大
き

く
減
少
、③
原
材
料
、原
油
高
等
の
影
響
に
よ
り
先
行

き
不
安
感
が
依
然
強
い
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値

で
見
る
と
、好
転　

、悪
化　

で
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス

１１

２８

　

と
な
り
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

に
対
し
１
ポ
イ
ン
ト

１７

１８

の
改
善
、６
ヶ
月
連
続
の
改
善
の
動
き
と
な
っ
た
が
、

悪
化
業
種
の
割
合
も
増
加
し
て
お
り
、実
感
の
伴
わ
な

い
改
善
と
な
っ
て
い
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
は
、前
月
ま
で
８
ヶ
月
連
続
で
の
改

善
の
動
き
で
あ
っ
た
が
、今
回
は
マ
イ
ナ
ス
９
と
な
り
、

り
大
き
く
改
善
し
て
い
る
が
、改
善
の
要
因
は
、悪
化
か
ら
不

変
へ
の
変
化
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。販
売
価
格
下
降
の
底
打

ち
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、原
材
料
費
の
上
昇
、原
油
の
高
騰
に
伴
う
燃
料
費

や
石
油
製
品
の
価
格
上
昇
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
は
非
常
に
大

き
く
、一
部
に
価
格
転
嫁
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
た
業
種
も
見
ら

れ
る
が
、多
く
の
業
種
で
は
、自
社
で
の
コ
ス
ト
吸
収
を
強
い
ら
れ

る
た
め
、収
益
面
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。そ

の
た
め
、景
気
の
先
行
き
に
対
し
て
不
安
感
を
訴
え
る
声
が
多

く
出
て
お
り
、中
小
企
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

金
型
、機
械
関
係
等
の
業
種
に
出
て
い
る
業
況
回
復
の
動

き
は
継
続
し
て
い
る
が
、全
体
的
に
は
、小
ロ
ッ
ト
生
産
、短

納
期
受
注
、企
業
間
競
争
の
激
化
、低
収
益
の
厳
し
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（１０月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲△△窯 業 原 料
△△△▲△▲石　 　 灰
△△△△○○生 コ ン ク リ ー ト
▲△▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△△▲△▲砕 石 生 産
△○△▲○△鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
○△△△○○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△△○△△△可 児 工 業 団 地
○○○○○△金　 　 型
△○△△△○電 気 機 械 器 具
○△○○▲▲輸 送 用 機 器
▲△△▲△▲各種物産品（観　 光）
△△△△△○各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売（飛騨地区）
▲△△▲▲▲電 設 資 材 卸
▲▲△▲△▲陶 磁 器 産 地 卸
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△▲▲▲青 果 販 売
▲△△△△△水 産 物 商 業
△△△▲▲△家 電 機 器 販 売
△△△△△△メ ガ ネ 販 売
△▲△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○○○△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△△共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△▲▲△▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△▲豆 腐
○△△▲○△食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△▲菓　 　 子
○○○○△○米　 　 菓
△△△▲○○寒 天 水 産
△△△▲△△製 麺
△△△△△△撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△▲▲△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
△△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲△婦 人 ・ 子 供 服
△△△△△△縫　　 製（既製服）
○△△○△○製　 　 材
△△△△○○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△▲△東 濃 ひ の き
△△△△△▲家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲▲△▲△▲紙　 加　 工　 品
△△△△△△印　 　 刷
△△△○○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△△△△△恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△▲自 動 車 車 体 整 備
△△△▲△▲自 動 車 タ イ ヤ 整 備
△△△△△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
○△△△△○高 山 旅 館
▲△△▲△▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲△▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲△▲▲△▲土木・建築（羽島地区）
▲△▲▲△△建築（各務原地区）
△△△△△△鉄 構 造 物
▲△▲▲▲○電 気 工 事
▲△▲▲△△管 設 備 工 事
△△△△△▲建 築 板 金
△△▲▲▲△木 製 建 具
▲△▲▲▲△産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲▲△▲軽 運 送

景
況
停
滞
感
が
続
く

売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
大
き
く
減
少



　

市
場
の
成
熟
化
、
国
際
的
な
競
争

の
激
化
、
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展

等
に
よ
り
、
企
業
の
競
争
関
係
が
変

化
す
る
中
で
、
中
小
企
業
が
競
争
力

を
維
持
し
、
そ
の
発
展
基
盤
を
強
固

な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp
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平
成　

年
度
版「
中
小
企
業
組
合
白
書
」の
ご
案
内

17

　

中
央
会
で
は
、
十
一
月
一
日
付
け

で
、
重
田
孝
行
（
東
濃
支
所
）
を
採

用
し
ま
し
た
。
東
濃
地
方
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
央
会
で
は
、
組
合
運
営
に
携
わ

る
役
員
の
方
々
を
対
象
に
、
平
成
十

八
年
一
月
十
八
日　
　

時　

分
よ
り
、

（水）
１３

３０

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
・
中
会
議
室
（
岐

阜
市
）
に
お
い
て
、
組
合
役
員
の
職

務
と
責
任
に
つ
い
て
の
研
修
会

「
知
っ
て
お
こ
う
！
組
合
役
員
の
心

得
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
組
合
役
員
と
し
て
知
っ

て
お
き
た
い
基
本
的
な
知
識
、
心
掛

け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
と
責

任
等
に
つ
い
て
、
再
確
認
し
て
い
た

 
労
災
保
険   
費
用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

組
合
等
活
性
化
情
報
を
ご
活
用
下
さ
い
！

小
企
業
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
連
携
組
織
を
活
用
し
、
環
境
変
化

に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。

　

全
国
の
中
小
企
業
組
合
の
動
向
と

活
動
事
例
を
紹
介
し
た
平
成　

年
度

１７

事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収
制
度
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
業
主
が
労
災
保
険
の
加
入
手
続
を

怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労
災
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
保
険
料
を

徴
収
す
る
他
に
、
労
災
保
険
か
ら
給

付
を
受
け
た
金
額
の
一
〇
〇
％
又
は

四
〇
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
（h

ttp://w
w
w
.m
hlw
.go.jp

）、
労
働
局

又
は
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

版
「
中
小
企
業
組
合
白
書
」（
発
行
＝

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
に
つ

い
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

〈
体
裁
〉
Ａ
４
版　

頁
７０

〈
定
価
〉
一
冊
＝
千
二
百
円
（
税
込
・

送
料
別
）

〈
主
な
内
容
〉
産
学
官
と
の
連
携
に

よ
る
事
業
展
開
、
中
小
企
業
組
合
等

連
携
組
織
の
活
動
事
例
、
新
連
携
の

取
り
組
み
等

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
会
・
情

報
広
報
チ
ー
ム

組
合
役
員
・
事
務
局
代
表
者
向
け
研
修
会
の
ご
案
内

平
成
十
八
年
一
月
十
八
日
／
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

だ
く
研
修
で
す
。
講
師
は
「
中
小
企

業
組
合
理
事
の
た
め
に
Ｑ
＆
Ａ
」
の

著
者
で
中
小
企
業
診
断
士
の
清
水
透

氏
（
元
東
京
都
中
央
会
指
導
員
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
末
に
む
け
て
組
合
の

法
的
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
も
併
せ

て
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
組
合
事

務
局
代
表
の
方
々
の
ご
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
会
・
組

織
指
導
チ
ー
ム

　

▽
尾
関
尚
司
氏
＝
岐
阜
団
地
倉
庫

協
同
組
合
・
理
事
長

　

▽
�
橋
國
夫
氏
＝
岐
阜
県
石
油
商

業
組
合
・
相
談
役

【
旭
日
双
光
章
】

　

▽
神
代
武
夫
氏
＝
美
濃
加
茂
福
祉

事
業
協
同
組
合
・
元
理
事
長

　

▽
畑
中
優
宏
氏
＝
大
和
工
業
団
地

協
同
組
合
・
理
事
長

　

▽
古
橋
貞
二
郎
氏
＝
岐
阜
県
医
師

会
協
同
組
合
・
理
事

　

▽
洞
口
修
平
氏
＝
南
城
建
設
協
同

組
合
・
前
理
事
長

 
褒　

章 

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】

　

▽
大
塚
滋
治
氏
＝
岐
阜
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
・
理
事
長

　

▽
長
谷
川
勝
彦
氏
＝
協
同
組
合
岐

阜
県
刃
物
会
館
・
理
事

　

▽
森
学
氏
＝
岐
阜
中
央
鮮
魚
卸
協

同
組
合
・
理
事

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
労
災
保
険

の
適
用
事
業
主
と
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
事
業
主
は
労
働
者
を
雇
入
れ

た
日
か
ら
十
日
以
内
に
所
定
の
保
険

関
係
成
立
届
を
労
働
基
準
監
督
署
等

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
災
保

険
の
加
入
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
月
よ
り
、
労
災
保
険
未
加
入
の

職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

　

中
央
会
で
は
、「
岐
阜
県
中
小
企
業

情
報
・
組
合
等
活
性
化
情
報
」　
　No.
９９

号
（
十
月
三
十
一
日
）
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

　

内
容
は
、
中
小
企
業
新
事
業
活
動

促
進
法
の
概
要
及
び
施
策
、
個
人
情

報
保
護
法
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
制
度
の
創
設
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。

中
小
企
業
を
ラ
ジ
オ
番
組
で
応
援
�

「
大
沢
悠
里
の
に
っ
ぽ
ん
元
気
カ
ン
パ
ニ
ー
」

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
は
、
独
自
の
経
営
方
針
や
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
で
成
功

を
収
め
て
い
る
中
小
企
業
を
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
経
営
に

役
立
つ
制
度
や
施
策
等
の
情
報
を
提

供
し
、
中
小
企
業
の
経
営
者
な
ど
を

応
援
す
る
た
め
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
提

供
を
十
月
四
日
よ
り
開
始
し
た
。

　

番
組
名
＝
「
大
沢
悠
里
の
に
っ
ぽ

（一）ん
元
気
カ
ン
パ
ニ
ー
」

　

放
送
時
間
・
放
送
局
＝
毎
週
土
曜

（二）日　

時　

分
〜　

時
（
中
部
日
本
放

１８

４５

１９

送
〈
１
０
５
３
ｋ
Ｈ
ｚ
〉）

秋
の
叙
勲
・
褒
章  
中
央
会
関
係
者

　

二
〇
〇
五
年
『
秋
の
叙
勲
・
褒
章
』

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
受
章
さ
れ
た
中
央
会
関
係
者

の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
叙　

勲 

【
旭
日
小
綬
章
】
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月
は
連
携
組
織
推
進
月
間
で
す
！　
　
【
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
】

１１

中
小
企
業
連
携
組
織
の
設
立
・
運
営
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は　

℡
〇
五
八
‐
二
七
七
‐
一
一
〇
一
ま
で

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
若
者
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
社
会
活
動
に
参

加
し
た
実
績
や
成
果
を
記
録
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
若
者
の
社
会
性
や
働

く
意
欲
を
喚
起
し
、
そ
の
活
動
や
実

績
を
企
業
の
採
用
参
考
に
も
反
映
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
就
職
力
強

化
事
業
（
ジ
ョ
ブ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
）

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
少
な
く
と
も
年
金
支
給

開
始
年
齢
ま
で
は
、
意
欲
と
能
力
の

あ
る
限
り
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

昨
年
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
の
改
正
に
よ
り
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

の
引
上
げ
等
の
状
況
の
中
、
高
年
齢

者
が
社
会
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
で

き
る
労
働
市
場
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、　

歳
未
満
の

６５

定
年
を
設
け
て
い
る
事
業
主
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
の
施
行
ま
で
に
、

１８ 高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
は
お
済
み
で
す
か
？

参
加
下
さ
い
。

【
日
時
】
十
一
月
二
十
四
日　
　

時　

（木）
１３

３０

分
〜　

時　

分

１５

３０

【
場
所
】
岐
阜
県
金
属
工
業
団
地　
　（協）

組
合
研
修
セ
ン
タ
ー

【
テ
ー
マ
】
①
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
②
「
今
な
ら

ま
だ
間
に
合
う
、　

歳
雇
用
延
長
の

６５

急
所
」

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
会
・
調

査
労
働
チ
ー
ム

〈
十
一
月
中
〉

　

日　

第
二
創
業
（
企
業
内
ベ
ン

２４
チ
ャ
ー
）支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（　

時
１３

　

分
〜
／
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

３０

　
　
　

歳
雇
用
延
長
へ
の
対
応
に
係

６５
わ
る
説
明
会
（　

時　

分
／
金
属

１３

３０

工
業
団
地
）

　

日　

連
携
組
織
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

２９
ミ
ナ
ー
（　

時　

分
〜
／
岐
阜
総

１３

３０

合
庁
舎
）

〈
十
二
月
中
〉

　

日　

組
合
青
年
部
懇
談
会
（　

時

１２

１８

　

分
〜
／
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
）

３０

　

組
合
員
企
業
等
の
採
用
選
考
に
当

た
っ
て
も
、
ジ
ョ
ブ
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
の
主
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
若
者
の

社
会
参
加
へ
の
意
欲
や
適
性
・
能
力

を
前
向
き
に
引
き
出
し
、
積
極
的
に

評
価
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

同
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お

近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
。

対
応
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
、
本
紙　

月
１０

号
一
頁
の
「
時
の
課
題
」
を
参
照
）

　

ま
た
、
本
会
で
は
す
で
に
県
下
三

会
場
で
「　

歳
雇
用
延
長
へ
の
対
応
」

６５

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
中
小
企
業
へ
の
影
響
等

を
考
慮
し
、
さ
ら
に
今
回
、「
義
務
づ

け
ら
れ
た
！　

歳
雇
用
延
長
」
と
題

６５

し
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
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ジ
ョ
ブ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

〈
十
月
十
六
日
〜
三
十
一
日
〉

　

日　

岐
阜
労
働
局
職
業
安
定
部
対

１８
策
課
長
来
会
（
中
央
会
役
員
室
）

　
　

岐
阜
県
航
空
機
・
同
付
属
品
製

造
業
最
低
賃
金
専
門
部
会
（
岐
阜

合
同
庁
舎
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

２５（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

２７
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
（
未

来
会
館
）

　

日　

政
策
総
点
検
県
民
委
員
会
産

２８

業
分
科
会
（
県
庁
議
会
棟
）

〈
十
一
月
一
日
〜
十
五
日
〉

２
・　

日　

政
策
総
点
検
県
民
委
員

１１
会
産
業
分
科
会
（
県
庁
議
会
棟
）

　
　
　

岐
阜
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

（社）
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
（
岐
阜

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

高 山 米 穀 協 業 組 合
会長理事　桑　 谷　 信　 男
理 事 長　加　 藤　 明　 彦
高 山 市 初 田 町 2 丁 目 3 2 番 地
� 〈0577〉32-3100　〒 506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

中
央
会
会
長
会
議
を
開
催

　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
知
・
岐

阜
・
三
重
・
富
山
・
石
川
）
中
央
会

で
は
、
各
県
の
会
長
が
参
集
し
て
意

見
交
換
を
行
う
「
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
中
央
会
会
長
会
議
」
を
、
十
月
五

日
に
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。

　

吉
村
宇
一
郎
中
部
経
済
産
業
局
産

業
部
長
、
全
国
中
央
会
の
成
宮
治
専

務
理
事
、
坂
本
桂
二
県
商
工
局
長
も

出
席
し
、「
中
小
企
業
及
び
中
央
会
の

諸
課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

最
近
の
地
域
経
済
の
動
向
、
各
県
中

央
会
の
重
点
事
業
、
中
央
会
の
今
後

の
展
望
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
吉
村
産
業
部
長
か
ら
は
、

国
が
進
め
て
い
る
「
新
連
携
事
業
」

に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
、
中
央

会
に
対
し
協
力
を
求
め
た
。
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